
第 143 南極特別保護地区管理計画  

マリーン台地、 ムーレ半島、 ヴェストフォール丘陵、 プリンセス・エリザベ

ス・ランド  

 

はじめに  

本地区はヴェストフォール丘陵にあるディヴィス基地の北東約 10km に位置

する(南緯 68 度 37 分 50.2 秒 S, 東経 78 度 07 分 55.2 秒)。面積は 23.4km2で

ムーレ半島の南部にあるクルークドフィヨルドに囲まれた中に広がっている。

このムーレ半島はヴェストフォール丘陵を構成する三つの大きな半島のうち、

最も南に位置するものである。 

本地区は主な南極陸上無氷生態系の代表的地区であり、元来素晴らしい動物

相の化石と珍しい地質的要素を保護するために指定された。南極の古生態学と

古気象学の記録を有するため、非常に多くの科学的興味対象がある。 

本地区は、本来、オーストラリアの提案によって、勧告 XIV-5(1987)を通して特

別科学関心地区 No.25 として指定された。決定 2 (2002)に従い、本地区は南極

特別保護地区 ASPA No.143 に再指定され、番号が変更された。この改訂された

管理計画は、措置 2(2003)によって承認されたものである。  

 

1. 保護を必要とする価値の記述  

本地区は、顕著な化石動物及び珍しい地質的特徴を有した大きな南極無氷地

の陸上生態系の代表的なものである。南極の古生態学と古気象学の記録を有す

るため、非常に多くの、進行中の継続的な科学的興味対象があり、地質学、古

生物学、地形学及び氷河学の複数の詳細な研究が行われている。  

地区では漸新世－更新世の期間に南極の地上で名付けられた初めての脊椎動

物である Australodelphis mirus 及び、ゴンドワナ大陸が分裂した後に出現した

環南大洋の極地の縁で初めてのクジラ目の化石を含む優れた脊椎動物の化石を

産出している。マリーン台地ではその他に 4 種のクジラ目、1 種の魚類、軟体

動物、腹足類、海洋珪藻類から成る多様な無脊椎動物に加え、南極大陸では初

めての 鮮新世の十脚類甲殻類が発見されている。  

本地区は Sørsdal 層として知られている鮮新世海洋堆積物からなる厚さ約 

8m の地層を含んでおり、一部には露出しているが、その他の場所は最大厚 1m

の完新世の下に横たわっている(地図 C)。珪藻類の化石帯は鮮新世初期(約 450



～410 万年前)の Fragilariopsis barronii 帯中の Sørsdal 層に位置する。鮮新世

初期の堆積物は、この時期の南極の歴史における環境に関する情報源として非

常に重要である。 

脊椎動物や無脊椎動物の堆積物を含む動物の化石は、高緯度の気候及び海洋

学を含んだ鮮新世初期の南極環境の理解を非常に助けるものである。珪藻類の

小さい化石を観察することにより、Sørsdal 層に関係する古環境の条件を再構築

及び地質の記録に対する氷床の働きに関する仮想モデルをテストすることがで

きる。これは、将来の地球温暖化に対する南極氷床の動きを検討する際にも役

立つ。 

ヴェストフォール丘陵は約 413km2の広さの無氷地で、ほとんどが標高 180m 

以下の低い高度が特徴的である。丘陵は間欠的な氷河作用の影響を受けており、

露岩は、磨かれ、条線があり、割れ目があるという特徴がある。氷河擦痕は過

去の氷の移動方向を示している。その他の周氷河現象及び氷河現象を含むこれ

らの特徴は、本地域の地形学上及び氷河学上の歴史の調査のために広く研究さ

れている。  

加えて、マリーン台地には東南極で最大の周氷河サーモカルスト地形が見ら

れる。土壌は通常、永久凍土(続成作用により固くなったものも含む)で固くなっ

ているが、融解により下層の崩壊、陥没を引き起こしている。サーモカルスト

地形は、低い崖の表面の熱による後退によって形成され、融解してできた穴、

融解湖、地上の氷の淵、線状の窪地、微小のビーズ状の水路のような地形が含

まれる。人間による影響は永久凍土の融解を促進し、重要な地形的価値及び珪

藻類に含まれる化石に影響が生じる可能性がある。  

この地質学上重要な台地にもともと関係があるのは、近接するバートン湖であ

る。マリーン台地の西にあるバートン湖は、季節的に海洋環境に関係する過塩

性ラグーンである。このラグーンは陸上水系の生物学的、生理化学的な進化の

段階（すなわち地質学的な湖の創成）を呈している。  

地区内にある、小さい湖沼を含んだ部分的に循環した塩湖であるバートン湖

は、ヴェストフォール丘 陵にある過塩性から淡水性の湖沼の連続体としての重

要な事例であり、地球化学及び湖沼学研究の重要な機会を提供している。バー

トン湖のような湖における環境及び生物群の相互関係は、南極環境の発展を含

むこの湖の進化に重要な見識を提供する。東南極内で保護されている部分循環

するラグーンは、現在、バートン湖のみである。  



デイヴィス基地の近くにあるため、本地区の科学的価値は偶発的な干渉により

悪化あるいは影響を受けるかもしれない。地区にはエリス・ラピッズ(早瀬)から

ムーレ半島の湖(クリア湖、ラテルニア湖、マッカイラム湖)までの歩行ルートが

あり(地図 B)、簡単に立入ることができる。科学的調査を害するおそれがあるた

め、本地区は保護の必要がある。この理由から、記録のない化石採集または干

渉から保護することが非常に大切である。  

 

2. 目的  

ASPA マリーン台地における管理の目的は以下の通りである。  

・特別保護地区内での地区に対する不必要な人間による攪乱を避けることによ

り、本地区の価値の悪化、又は価値への相当なリスクを避ける。  

・過度の採集を避けることを確保しつつ、地質学及び古気候学、古生物学、地

形学、湖沼学に関する科学的調査を許可する。  

・その他の場所では達成できないやむを得ない理由によるその他の科学的調査

を許可する。  

・地形、特にマリーン台地；ポセイドン湖の南方及びピッカード尾根の東方に

ある平地（南緯 68 度 37 分 22.8 秒、東経 78 度 07 分 9.9 秒）；氷河及び周氷 河

地形；化石が産出する可能性がある地点への影響を最小限にする。  

・管理計画の目的に支持した管理目的による訪問を許可する。  

 

3. 管理活動  

以下に示す管理活動を、本地区の価値を保護するために講じようとすること。  

・地区の位置を示す情報(特別の規制が適用されていることを記載)は、目立つ場

所に掲示し、この管理計画のコピーは下記の場所で利用可能とし、提供されな

ければならない。 

-隣接するデイヴィス基地 

-マリーン台地避難小屋 

-付近に訪問 する船舶 

 ・境界線が曲がる場所を特定するための境界点を設置する。 

 ・立入りの制限の明記をとともに、位置と境界線を記載したサインは不慮の立

入を避けるために地区の境界線の適当な場所に設置する。 

・科学的又は管理目的のために地区内に設置したマーカー、サイン又は建造物



は良い状態を確保し、及び維持し、必要がなくなった時点で除去しなければな

らない。  

・不用となった機器または物質は、地区の価値に悪影響を及ぼさない場合は、

最大限可能な限り撤去しなければならない。 

・訪問は本地区が指定された目的を達成し、また、管理活動が適切であること

を確保することが継続できるかを評価するために必要に応じて少なくとも 5 

年に 1 回以上行うことができる。 

 ・少なくとも 5 年ごとに管理計画を見直すとともに必要に応じて更新する。  

 

4. 指定の期間  

指定の期間は無期限である。  

 

5. 地図  

地図 A: 南極東部ヴェストフォール丘陵、マリーン台地南極特別保護地区及び

デイヴィス基地。挿入図: 南極におけるヴェストフォール丘陵の位置 地図の仕

様: 投影法: UTM Zone 44 測地基準系: WGS84  

 

地図 B: ASPA マリーン台地の周囲。地形及び動物相分布を含む。地図の仕様: 投

影法: UTM Zone 44 測地基準系: WGS84 標高線間隔: 20m  

 

地図 C:マリーン台地の地質図。Sørsdal 層を含む。地図の仕様: 投影法: UTM 

Zone 44 測地基準系: WGS84  

 

6. 本地区の記述  

6(i)地理学的経緯度、境界の標示及び自然の特徴  

概要  

本地区はヴェストフォール丘陵にあるディヴィス基地の北東約 10km に位置

する(南緯 68 度 37 分 50.2 秒 S, 東経 78 度 07 分 55.2 秒)。面積は 23.4km2で

ムーレ半島の南部にあるクルークドフィヨルドに囲まれた中に広がっている。

このムーレ半島はヴェストフォール丘陵を構成する三つの大きな半島のうち、

最も南に位置するものである。 

ヴェストフォール丘陵はプリンセス・エリザベス・ランドのプリッツ湾の東



側にあり、基岩、氷河作用による岩屑、湖沼からなる面積約 512km2 で、その

大部分が無氷のオアシスである。  

本地域の中央には南北方向にマリーン台地(約 3km2 )が広がっている。ピッカ

ード丘陵(最大標高 70m) がポセイドン盆地の北側と本地区とを分けている。 

両地域とも海抜 20m 以下の低地である。標高 20m 以上の区域は、先カンブリ

ア期のデコボコの丘陵地が低くなったもので、斜面の変化が見られる丘陵地の 

下部が完新世の海岸線を示していると考えられる。20m 以下の低地の表面は、

南方向に向かって窪みと 後退モレーンの畝が続いている。バートン湖の東のマ

リーン台地では南西側の広範囲に砂質の斜面が広がっている。  

本地区の最北端からの境界線の記載は以下の通りである。  

南緯 68 度 36 分 34 秒、東経 78 度 09 分 28 秒を起点とし、そこから南緯 68 度

36 分 45 秒、東経 78 度 10 分 30 秒まで南東方向に進み、そこから南緯 68 度 37

分 30 秒、東経 78 度 12 分 30 秒まで南東方向に進み、東経 78 度 12 分 30 秒の

中央経線にそって南に進み、パイナップル湖の北側湖岸に接し、そこから湖岸

に沿って Sørsdal 氷河まで西側に進み、そこから Sørsdal 氷河の北端に沿って

クルークドフィヨ ルドの北東の低潮線まで西側に進み、そこからクルークドフ

ィヨルドの北側の低潮線(バートン湖の出口を横切りクルークドフィヨルドま

で)に沿って東経 78 度 03 分 0 秒の中央経線まで西側に進み、そこから東経 78

度 03 分 0 秒の中央経線に沿って南緯 68 度 37 分 30 秒の等緯度線まで北側に進

み、そこか ら南緯 68 度 36 分 56 秒、 東経 78 度 05 分 39 秒まで北東に進み、

そこから起点まで北東に進む。 

 

地質及び古生物  

ヴェストフォール丘陵は主 3 種類の岩質から構成されており、年代順に 

Chelnock 準片麻岩、Mossel 片麻岩及びクルークド湖片麻岩となっている(地図 

C)。この並びは、東-北東から西-南西方向に繰り返し見られる。これらを貫入し

て、おおよそ南北方向に苦鉄質の岩脈群が見られる(地図 C)。この岩脈はヴェス

トフォール丘陵の大きな特徴となっている。  

低地(海抜 10–17m)にある先カンブリア期の岩石は厚さ約 8m の鮮新世初期

(約 4.5-3.5 百万年前)の珪藻土(上層に石灰岩のレンズを含む)の下にある。石灰

岩には軟体動物、特に二枚貝の Chlamys tuftsensis が含まれている。完新世(約

6.49 千年前)の氷河の岩屑が海洋堆積物(0.5-1m)を覆い、これは 8-10km2 以上



の地域に広がる。レンズ状砂岩層は鮮新世と完新世を分けている。  

鮮新世の海洋堆積物がある低い崖からは一連の海洋脊椎動物及び無脊椎動物

の化石が産出される。クジラ目の標本は、マリーン台地層の上部 2m のところ

に、脊柱、頭蓋骨や長さ 2m 以上の完全な標本などが大きなかたまりで産出さ

れる。主な産出地はバートン湖近くのマリーン台地の東側にある崖にある「ビ

ック・ディッチ」として知られている縁に沿ってある。有名なクジラ目の化石

の一つである Australodelphis mirus は、現存のマイルカ科 (Family 

Delphinidae)とオオギハクジラ属(Mesoplodon) の収斂を示している。  

マリーン台地は南極大陸における鮮新世初期の十脚類、甲殻類も産出する。

標本は不完全で正確に同定することは難しいが、おそらくイセエビ群

(Palinuridae)に属する。その他の種には、ハクジラ及びヒゲクジラ(その他は研

究されていない)、おそらくペンギン類、魚類、二枚貝、腹足類、カンザシゴカ

イ型類(serpulid worms) コケムシ、ヒトデ類、蛇尾類、クモヒトデ類、ウニ類

及び多量の平滑物体 (leiospheres)(おそらくプランクトン類)が見られる。  

マリーン台地は完新世の中期以降の河川による大きな作用を受けており、結

果として東側に湖沼堆積物の小さなかたまりが見られる。河川による谷地形及

びもとの湖沼(現在はほとんど涸れている)が分かる。  

マリーン台地にある鮮新世の珪藻土はヴェストフォール丘陵にしか見られな

い堆積物である。ある地域では完新世の堆積物や氷河作用によるものはとても

薄く堆積しており、結果としてとても攪乱されやすい。ルーズで粉末状の地表

にある薄い地面は、踏圧により簡単に破壊され、珪藻土の煙及び砂質の埃を発

生させ、変色しはっきりとわかる足跡を残す。  

永久凍土は深さ約 1m に見られ、とてもゆっくりとした凍土の溶解により地

形の一部が形成されている。この作用により窪地は従来の石灰岩のカルスト地

形に類似しており、この過程により見られる地形 は周氷河サーモカルストとし

て知られている。  

南極氷床の末端の近くにある Sørsdal 氷河は、無氷であるヴェストフォール

丘陵の南側境界である。1947 年から 40 年にわたって Sørsdal 氷河北端の長さ 

1km の部分はマリーン台地の南端から約 800m も後退した。この後退は、氷河

によって形成され、クルークドフィヨルドに崩壊してできた氷の尾根の向き、

氷河の堆積物による深い水路による作用による。  

 



湖沼  

バートン湖は本地区の西側の大きな特徴である。地区内には多くの名もない

湖沼がある。バートン湖は季節によって隔離される海洋ラグーンで、最深度 18m 

の部分循環湖であり超塩水である。バートン湖は 1 年間の 10～11 ヶ月は氷に覆

われ、ある季節にあると幅約 20m 深さ 2m の潮路でクルークドフィヨルドとつ

ながる。氷により 1 年のうち 6-7 ヶ月はクルークドフィヨルドとこの湖は離れ

ている。  

この湖には光合成をするバクテリアが含まれている。優占種 Chlorobium 

vibriofome 及び C. limiola で、その他に Thiocapsa roseopersicina 及び 

Rhodopseudomonas palustris が見られる。また、湖には好冷バクテリアも見ら

れるが、これは南極の沿岸の氷帯では比較的珍しく、大陸からの栄養の流入及

び海洋藻類の開花、発生した海洋藻類が雪解け水の流れを通って流入すること

が可能なことによる。バクテリアの有名な種の一つは Psychroserpens 

burtonensis である。これはその他の環境で培養されていないし、記録もない。 

バートン湖の海洋藻類は豊富である。ラグーンにおける珪藻植物相の研究では 

41 種の珪藻類が発見された。  

超微生物の Postgaardi mariagerensis はバートン湖の研究で初めて報告され

た。この珍しい生物はミドリムシ類 (euglenid)ではなく、Euglenozoa –

Euglenozoa incertae sedis の単系統群ではないかと考えられている。加えて、

バートン湖は初めて立襟鞭毛虫類（Diaphanoeca grandis、Diaphanoeca 

sphaerica 及び Saepicula leadbeateri）が確認された 2 つの南極湖沼の一つで

ある。また、Spiraloecion didymocostatum gen. et sp. nov.のタイプも見られて

いる。  

バートン湖の動物プランクトンには、普通 4 種の後生生物(Drepanopus 

bispinosus、Paralabidocera antarctica (カイアシ類)、Rathkea lizzioides (花水

母類)、名のない cydippid ctenophore)が記録されている。多くの全毛類が確認

されており、少なくとも 2 種の線形動物、大型海洋単脚類が底生生物に、また、

緩歩類も生息している。  

魚類は Pagothenia borchgrevinki の 1 種が一度だけ湖内で確認された。この

種は沿岸地域やヴェストフォール丘陵のフィヨルドでは普通に見られるが、継

続して湖内に生息していない。ある季節には海洋とつながるため、藻類、動物

プランクトン及び魚類が湖内に入るが、冬季には生き残れないと考えられる。  

 



植生 

蘚類及び地衣類は、先カンブリア期の丘陵の縁にありテーラス・スカート

(talus skirt)と呼ばれ放射状に流れる、一時の小河川の周辺に生育する。バート

ン湖の北端に突き出る小さい丘には多数の小さいクレバス及び割れ目があり、

そこでは地衣類が豊富に見られる。また、ポセイドン湖の北端には蘚類が豊富

に見られる。この地区の蘚類及び地衣類は文書化されていないが、ヴェストフ

ォール丘陵では少なくとも 6 種の蘚類に 23 種の地衣類が生息している。  

 

脊椎動物  

11 月から 2 月までの数ヶ月において、地区内には時々、複数の脊椎動物が見

られる。先カンブリア期の岩石の高いところではアシナガウミツバメ(Oceanites 

oceanicus) 及びシロフルマカモメ(Pagodroma nivea)が営巣している。また、

マリーン台地及び水面の周囲でナンキョクオオトウゾクカモメ (Catharacta 

maccormicki)が営巣している。アデリーペンギン(Pygoscelis adeliae )及びコウ

テ イ ペ ン  ギ ン (Aptenodytes forsteri) と と も に ウ ェ ッ デ ル ア ザ ラ シ 

(Leptonychotes weddellii)及びミナミゾウ アザラシ(Mirounga leonina)の小さ

いグループが見られるが、特別な研究は行われていない。  

 

気候  

本地区の気象データは、マリーン台地の北西 10km にあるディヴィス基地の

観測結果とほとんど同様であると考えられる。ヴェストフォール丘陵地域は、

寒く、乾燥し、風が強い極地性海洋気候である。夏季は晴れが多く、日中の気

温は-1°C から 3°C であり、最高気温は 5°C にもなる。しかし、年間のほと

んどは零下で、冬季には-40.7°C にもなる。1957 年から 2001 年におけるディ

ヴィス基地で記録された最高気温は 13°C であった。この記録は高緯度にして

は季節性のある気候を示しており、同緯度の他の基地と比較し、ディヴィス基

地は温暖であるといえる。これは、「ロッキー・オアシス」が寄与している。「ロ

ッキー・オアシス」は、氷と比較し岩の表面のアルベドが低い（このため、太

陽エネルギーを吸収し、熱として再放射される）。  

 

 

 



南極のための環境ドメイン分析 

マリーン台地は、南極のための環境ドメイン分析（決議３(2008)）によると、

環境 D「南極東部沿岸地理」に位置する。 

 

南極保護生物地理区 

南極保護生物地理区（Antarctic Conservation Biogeographic Region）（決議６

(2012)）では地域７「南極大陸東部」に位置する。 

 

6(ii) 本地区への出入り 

本管理計画の 7(ii)の条件に従っていれば、本地区近辺へは徒歩、小型ボート、

ヘリコプターでの立ち入りが認められている。 

 

6(iii)本地区内及び本地区の付近にある建造物の位置  

地区内に避難小屋はないが、2 つの避難小屋が近くにある。マリーン台地避難

小屋(南緯 68 度 36 分 54 秒、東経 78 度 65 分 30 秒)は本地区の北側境界線の約

150m 北にある。ヘリコプター着陸地点はこの避難小屋の近傍にある。ワッツ

避難小屋(南緯 68 度 35 分 54 秒、東経 78 度 13 分 48 秒)は、エリスフィヨルド

の東端に位置し、マリーン台地避難小屋の東北東約 5km、本地区の最北端から

東北東に 2.9km のところにある。  

マリーン台地には多くの調査活動の跡がある。ヘリコプターの着陸地を示す小

さい礫できた 2 つの平行した線は、化石地点(南緯 68 度 37 分 37 秒、東経 78

度 08 分 11 秒)の北 30m にある。この地点には岩で押さえてあるポリエチレン

製の黒いシート(3m×1.7m)があり、掘削した場所を覆っている。湾の北西部に

は南北方向に並んだ高さ 1m、10 本の木杭がある。北側の湾には三角形(一辺約 

50m)をした 3 つの赤く塗られた岩のケルンがある。 

マリーン台地内には、化石を覆った石膏がついた麻布、5 つの浅い穴、一つの大

きな穴(バートン湖近く)、自然の谷地形(ビック・ディッチとして知られている

「谷」)の側面にある大きな掘削地およびいくつかの埋められた古いトレンチが

ある。バートン湖の北西側には(おそらく湖のモニタリングのための)パイプとロ

ープがある。  

境界線の標識は境界線が曲がる点に設置されなければならない。 

 



 6(iv)本地区の付近にあるその他の保護地区の位置  

ASPA No.167 ホーカー島がマリーン台地の東 8km の位置にある(南緯 68 度 3

分、東経 77 度 51 分)。 

ヴェストフォール丘陵のマリーン台地の北 25km には 2 つの史跡記念物があ

る。  

1.トライン湾(ディヴィス基地の北東 29km)にあるトライン諸島で最も大きい

島(南緯 68 度 18 分 29 秒、東経 78 度 23 分 44 秒)には、第 72 南極史跡記念物

である、クラリウス・ミッケルセン率いるノルウェーのトールスハウン捕鯨船

の一行により建てられたヴェストフォール丘陵のトライン島にある石塚及び旗

竿がある。  

2.ディヴィス基地の北東約 40km には、第 6南極史跡記念物(南緯 68度 22分 14

秒、東経 78 度 32 分 19 秒)である、1939 年にヒューバート・ウィルキンズによ

りプリンセス・エリザベス・ランドのヴェストフォール丘陵のウォークアバウ

ト岩に建てられた石塚がある。ケルンは彼の訪問を記念した小型の缶も含まれ

る。  

 

6(v)本地区内の特別区域  

本地区内に特別区域はない。  

 

7. 許可証の条件 

7(i)一般許可条件 

本地区への立入りは、適当な国内当局が発給する許可証に従う場合を除き、

禁止されている。本地区 に立入るための許可証を発給するための条件は以下の

通りである:  

・許可証は科学的調査(古生物学、古気候学、地質学、地形学、氷河学、生物学 及

び湖沼学)、やむを 得ない科学上、教育上、文化上の理由、又は管理計画と整合

がとれた必要不可欠な管理目的に対して のみ発給されること。  

・活動は本地区の価値、又はその他の許可された活動を害さないものであるこ

と。  

・活動は管理計画に一致していること  

・許可証(又はコピー)は地区内で携帯すること。  

・訪問報告書は、ASPA への訪問終了後出来る限り早く、訪問後６ヶ月以内に



許可証を発効した適当な国内当局に提出すること。  

・許可証は有効期限付きで発効されること。 

・許可証保持者は許可証で認められていない活動や措置を行った場合、適当な

当局に報告を行うこと。 

・許可証は規定された期限に対してのみ発効されること。 

 

7(ii)本地区の出入りの経路及び本地区内又は本地区の上空での移動  

・本 ASPA 内の移動は、影響を最小限にするようあらゆる合理的な努力をし、

最小限となるようにすること。脆弱な地殻の表面は歩行により壊れやすく、化

石に影響を与えるとともに長期にわたる人間の影響の証拠を残す可能性がある。

可能な場合は、先カンブリア期の領域（岩盤）の上を選んで移動し、崖の上を

移動しないようにすること。土壌、植生、珪藻類、サーモカルスト、土壌の露

出など本地区の科学的、環境的価値となる特徴への攪乱を最小限にするため、

すべての移動は、十分注意しなければならない。Sørsdal 層の上における航空

機の着陸及び車両の使用、野営は禁止すること。  

・通常、ヘリコプターの着陸地点は、マリーン台地避難小屋のごく近傍を利用

しなければならない。マリーン台地内の歩行を最小限にするため、地区内のヘ

リコプター着陸地点は、特別な立入に対して許可できる。着陸地点では、以下

の点に考慮しなければならない。 

-保護地区の状態を維持するよう、全ての利用に対して措置を講じること 

-航空機による水塊、植生、堆積物の影響が少ないと考えられる岩屑がない先カ

ンブリア期の基岩の表面 

-計画している調査地点に対して通過による影響が少ない位置  

・バートン湖ではモーター駆動の船舶は使用してはいけない。  

・湖の上空飛行は特別な調査又は管理目的を達成するための必要最小限とする

こと。  

・車両による地区内での移動は禁止される。  

 

7(iii)地区内で実施することのできる活動  

立入に対する要求事項が満たされた場合、地区内で以下の活動を実施するこ

とができる。  

・その他の場所では実施できないやむを得ない、ASPA 地区の価値を害するお



それがない科学的調査。  

・地質学的サンプリング。ただし、承認された調査計画の必要最小限。  

・水質サンプリングでは、他の湖からの汚染を防ぐため、地区に立ち入る前に

機器の洗浄を確保すること。  

・モニタリングを含む、不可欠な管理活動。  

 

7(iv)建造物の設置、改築又は除去  

恒久的な建造物又は設備の設置は禁止されている。 

一時的な建造物や設備、マーカーや装備は、科学的及び管理上目的に沿ったや

むを得ない事情においてのみ許可証によって許可される。 

地区に設置される建造物や設備、マーカーや装備は以下の条件を満たしている

こと： 

・国、中心的な調査機関名、設置日、除去予定日を明記しなければならない。 

・生物や珠芽（例：種、卵）や非滅菌土が付着していないこと。 

・南極の環境条件に十分に耐久できる素材でできていること。 

・地区の汚染リスクを最小限にする材料でできていること。 

・不要になった際、または有効期限が無効になった時点のいずれか早い時期に

除去すること。 

地区内に一時に設置した建造物や設備、マーカーや装備は、その座標（位置）

と詳細を許可した当局に連絡しなければならない。 

 

7(v)野営地の位置  

Sørsdal 層上での野営は禁止されている。 

その他の野営については、マリーン台地避難小屋(南緯 68 度 36 分 54 秒, 東経

78 度 6 分 30 秒; 6(iii)参照)の使用が地区の価値を損ねる場合にのみ許可される。 

 

7(vi)本地区に持ち込むことのできる物質及び生物に関する制限  

・生きている生物、植物体や微生物を故意に地区内へ持ち込まないようにし、

また、偶発的な移入を避けるよう予防措置を講じなければならない。  

・除草剤及び殺虫剤を地区内に持ち込んではいけない。科学的、管理的な目的

で許可されたその他全ての化学物質(放射性核種や安定同位体を含む)は、許可証

で許可された活動の終了前又はその時点で地区内から除去しなければならない。  



・やむを得ない場合を除き、有機物(材木、綿、ヘシアン(粗い麻布)など)は、調

査用マーカー又はその他の調査に使用してはいけない。非有機物(ステンレス金

属、ポリエチレンなど)を使用すること。  

・許可証で許可された活動に関係した必要不可欠な目的のために必要な場合を

除き、地区内で燃料を保管してはいけない。燃料は関係する活動の終了時又は

それ以前に、地区内から除去しなければならない。恒久的な燃料の保管は禁止

される。  

・持ち込む全ての物質は、指定期間のみとし、その指定期間終了時又はそれ以

前に除去するとともに、環境への漏洩の危険性が最小限となるよう保管及び取

り扱わなければならない。  

 

7(vii)在来の植物及び動物の採捕又はこれらに対する有害な干渉  

許可証で認められている場合を除き、 在来の植物及び動物の採捕又はこれら

に対する有害な干渉は禁止されている。動物に対し採捕または有 害な干渉を行

う場合は、SCAR の「南極地域における科学目的のための動物の利用に関する

行動規範」を最低限の基準として従う必要がある。  

 

7(viii)許可証の所持者によって持ち込まれた物以外の物の収集又は除去  

・許可証に従う場合のみ、試料は収集又は除去できるが、科学的又は管理的な

必要性にかなう最低限度とする。  

・計画しているサンプリングが、マリーン台地の岩石、土壌、水の量、又は在

来の動植物の分布や生存などに重大な影響を与える程度の採取、移動、除去、

損害であると懸念される場合は、許可証を発給してはいけない。  

・許可証の所持者あるいはそれに該当する者が持ち込んだ以外の物質で、地区

の価値を危うくすると思 われる人間起源の物質は、地区内に放置するよりも除

去する方の影響が少ない場合、除去することができる。この場合、適当な国内

当局に通知する必要がある。  

 

7(ix)廃棄物の処理  

汚物を含む全ての廃棄物は本地区から除去しなければならない。  

 

 



7(x)管理計画の目的の達成が継続されることを確保されるために必要な措置  

・許可証は、分析またはレビューのための小規模の試料採取に関係したモニタ

リング及び査察の実施を目的にした本地区への立入り、または保護措置に対し

許可されること  

・長期的な全てのモニタリング地点は適切に表示され、GPS 位置を取得し、適

切な国家当局を通して南極データ・ディレクトリシステムに登録すること。  

・マリーン台地の地質学的、古生物学的、地形学的、生物学的、湖沼学的及び

科学的価値の維持するため、斜面、モレーン、露岩及び珪藻類の土壌の上を歩

行あるいはスキーで移動する場合は、特に注意をすること。これらの価値への

影響の危険性を最小限にするため、マリーン台地、ポセイドン盆地の南の台地

及びピッカード尾根とマリーン台地の歩行による出入りは、可能な限り制限す

ること。  

・地区内の相対的に人間の影響が低いレベルに起因する生態学的、科学的価値

を維持するため、移入に対する特別な予防措置を講じなければならない。移入

の危険性を最小限にするため、地区内で使用する靴及びいかなる装置は、本地

区に入る前に完全に洗浄しなければならない。  

・活動の期間中及び活動終了時の掘削地点の閉鎖及び保護は、合理的可能な範

囲で、層位を完全に保存し、岩石内生の生物群の維持を確保しなければならな

い。望ましい措置は、 

- 十分な厚さのポリエチレン製シートの上に掘削土壌を残置すること、 

- 取り出した土壌又は堆積物を順番に地層に埋め戻すこと、  

- 正しい向きで大きなクラストを埋め戻すこと、 

- 不自然な異物を除去すること、 

- 閉鎖する際は岩石や氷 礫土を再配置すること、を含む。 

 ・捨てられた科学的機器は除去されること。また、最大限可能な限り、掘削は

回復されること。  

 

7(xi)報告に必要な事項  

各訪問に際し、許可証の代表者が活動内容を記載した報告書を可能な限り早

く、遅くとも訪問後６ヶ月以内に適当な当局に提出すること。 

この報告には、南極特別保護地区管理計画準備ガイド付属書４に推奨されてい

る内容を含むこととする。 



国家当局は、管理計画に従って、訪問報告書コピーを管理計画を提案した締約

国に提出し、管理計画のレビュー及び本地区の管理に役立てる。 

締約国は可能な限り、利用記録を保管し、管理計画のレビュー及び本地区の科

学的な利用に役立てられるように、原本あるいはコピーを 公的に利用可能な公

文書保管所に保管する。  
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